
六角川水系武雄川六角川水系武雄川
広域河川改修事業広域河川改修事業



○流下能力不足による浸水被害が発生○流下能力不足による浸水被害が発生

平成２年７月洪水

浸水戸数 床下１０６戸
床上２８６戸

浸水面積 ２０４ha

○○浸水被害の軽減を図る浸水被害の軽減を図る
・流路是正、狭窄部解消、
流下阻害となる構造物の改築を実施
・治水安全度の向上を図る
計画流量 ９０ｍ３／ｓ
計画治水安全度 １／１０



○事業概要○事業概要

・全体事業費 2,180百万円
・事業期間 H7～H26
・改修延長 1,840m
・計画流量 90m3/s
・計画治水安全度 1/10
・掘削・築堤・護岸、

橋梁6基、堰3基
・費用対効果 1.4

標準断面図 （上西山橋下流付近）

武雄市

L=1,240m L=600m

広域河川改修事業L=1,840m



○事業進捗状況
・御船橋から上西山橋下流区間(L=600m)の河道改修および第一淵ノ尾橋架替は

完了している。(橋梁３基、堰１基が完成)
・Ｈ２０年度末進捗率 ４９％（事業費ベース）
・年平均進捗率 3.5％

完了区間

未完了区間

武雄市

未完了区間L=1,240m

広域河川改修事業全体事業区間L=1,840m

完了区間L=600m



総費用額Ｃ：治水施設の整備及び維持管理に要する総費用
総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる総便益額

（被害軽減額）
（総費用額Ｃ及び総便益額Ｂをそれぞれ現在価値化し比較する）
総費用Ｃ： ２,７２９百万円
総便益Ｂ： ３,９０３百万円
内訳
・一般資産被害軽減額（家屋、家庭用品、事業所資産、農漁家資産） １４２９百万円
・農作物被害軽減額（水稲、畑作物） ２８百万円
・公共土木施設等災害被害軽減額（道路、橋梁、農地等） ２２９４百万円
・間接被害軽減額（事業所の営業停止被害、応急対策被害等） １０２百万円
・残存価値（掘削、護岸構造物、用地） ５０百万円

※ 費用対効果
Ｂ／Ｃ ＝ ３,９０３ ／ ２,７２９ ＝ １．４３



国土交通省武雄観測所 H2.6.29～7.3
連続雨量 ・・・・・・・・５２５ｍｍ
最大日雨量 ・・・・・・３３７ｍｍ
時間最大雨量 ・・・・ ６２ｍｍ



平成５年８月１９日洪水 →

正光寺堰地点の越水状況

国土交通省武雄観測所
H5.8.17～8.20
連続雨量 ・・・・・・・・３６３ｍｍ
最大日雨量 ・・・・・・１４７ｍｍ
時間最大雨量 ・・・・ ７０ｍｍ

※平成21年7月豪雨について
(連続雨量243mm 最大日雨量196mm 時間最大39mm 国土交通省武雄観測所)
平成5年豪雨と比べ時間雨量が少なかったこと、下流の改修が進んだことから家屋の浸水

は発生していないが、田畑が冠水するなどの被害が発生している。



改修前
（H8.3）

改修後
（H21.6）





☆河川改修の効果☆
①治水安全度の向上
②平成２年７月洪水による

浸水被害 床上１０６戸
床下２８６戸

浸水面積 ２０４ha  の軽減
③地域住民の安心・安全の確保

☆今後の事業展開☆
・事業を継続し、早期完成を図りたい


